	平成25年度「おおいた協働のまちづくり」に関する実態調査


■提出締切：平成25年6月17日（月）24時まで必着
■提出先　：FAX：097-555-9771、またはメール：search@mejiron.org
■問合せ等：おおいたボランティア・NPOセンター（担当：桑野）
　　　　　〒870-0907　大分市大津町2-1-41　大分県総合社会福祉会館2階　TEL：097-555-9770
＊印の記入は必須。回答内容等についてお問合わせをさせていただく場合があります。
	*団体名
	（NPO法人は「NPO法人○○○」と表記して下さい。）


	*所在地
	（〒　　　　）

	*電話番号
	　　　　　　　　　　　　　　　

	ＦＡＸ番号
	

	ホームページ 
	　　　　　　　　　　　　　　

	以下は、日中に連絡がとれる連絡先をご記入下さい。

	*記入者
情報
	*氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　（役職：　　　　　　　　　　　　）

	
	*電話
	　　　　　　　　　　　　　　　（携帯電話：　　　　　　　　　　）

	
	e-メール
	


1.基礎項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問1　貴団体が活動を「始めた時期」はいつですか。(NPO法人の登記以前の活動も含む)（○印は一つだけ）
	1. 平成4年以前　　　　　　　　　　　　4.平成15年から平成19年
2. 平成5年から平成9年　　　　　　　　5.平成20年以降
3. 平成10年から平成14年
※法人格取得時期　平成（　　　）年（NPO法施行H10.12.1施行）


問2　貴団体の「活動分野」は何ですか。割合が高い順番に1～3を記入してください。
	（　）保険・医療・福祉　　　　　　　　　 （　）国際協力
（　）社会教育　　　　　　　　　　　　　 （　）男女共同参画
（　）まちづくり　　　　　　　　　　　　 （　）子どもの健全育成
（　）観光　　　　　　　　　　　　　　　 （　）情報化社会
（　）農村漁村・中山間地　　　　　　　　 （　）科学技術振興
（　）学術・文化・芸術・スポーツ　　　　 （　）経済活動活性化
（　）環境　　　　　　　　　　　　　　　 （　）職業能力・雇用機会
（　）災害救援活動　　　　　　　　　　　 （　）消費生活保護
（　）地域安全活動　　　　　　　　　　 　（　）団体運営又は活動に関する連絡、
（　）人権・平和　　　　　　　　　　　　　　 　助言又は援助　　


問3　貴団体の主な「活動エリア」はどこですか。（○印は一つだけ）
	1. 単一の市町村　　　　　　　　　　　　   5.国内全域
2. 複数の市町村（主なｴﾘｱ：　　　 　　　） 6.海外中心（主なｴﾘｱ：　　　 　   　　　）
3. 大分県全域　　　　　　　　　　　　     7.国内及び海外（主なｴﾘｱ：　　　　　  　）
4. 複数の都道府県（主なｴﾘｱ：　　　　 　） 8.その他（　　　　　　       　　　　　）


問4　貴団体の「事務所」はどのようになっていますか。（○印は一つだけ）
	1. 役員・職員個人宅　　　　　　　　4.　公共施設内に置いている
2. 専用事務所を借りている　　　　　5.　その他（　　　　　　　　　　　）　　　
3. 自己所有している


問5　貴団体の役員・職員の「年代別の人数」についてお答えください。
	1.　20代以下（　　　　人）　　　　　4.　50代　　（　　　　人）
2.　30代　　（　　　　人）　　　　　5.　60代　　（　　　　人）
3.　40代　　（　　　　人）　　　　　6.　70代以上（　　　　人）


問6　貴団体に「給与や報酬」を支給している有給職員（アルバイトも含む）がいますか。
	1.はい　(            人)　　　　　2.いいえ


問7　貴団体の直近の事業年度の「総収入額」はいくらですか。（○印は一つだけ）
	1.　0円　　　　　　　　　　 　　　　5.　500万円以上1,000万円未満
2.　50万円未満　　　　　　　　　　　6.　1,000万円以上5,000万円未満
3.　50万円以上100万円未満　　　　　7.　5,000万円以上
4.　100万円以上500万円未満　


問8　問7.「総収入額」のうち、以下の項目が占める「割合」または「金額」は概ねどの程度ですか？
収入額に占める割合または金額でお答えください。
	1.　会費　　　　　　　　　（　　　）％　または（　　　　　　）円
2.　寄附金　　　　　　　　（　　　）％　または（　　　　　　）円
3.　自主事業収入　　　　　（　　　）％　または（　　　　　　）円
4.　助成事業などの事業収入（　　　）％  または（　　　　　　）円
5.　その他　　　　　　　　（　　　）％　または（　　　　　　）円
→（「その他」の内容：　　　　　　　　　　　　）


問9　貴団体の直近の事業年度の「支出額」はいくらですか。（○印は一つだけ）
	1.　0円　　　　　　　　　　 　　　　5.　500万円以上1,000万円未満
2.　50万円未満　　　　　　　　　　　6.　1,000万円以上5,000万円未満
3.　50万円以上100万円未満　　　　　7.　5,000万円以上
4.　100万円以上500万円未満　


問10　貴団体は「インターネットやSNS等」を利用していますか。（あてはまる番号すべてに○）
	1.利用している　  →利用しているものは何ですか？　
1.Eメール　　　2.ホームページ　　3.ブログ　　4.Twitter　　　5.facebook　　 6.その他（　　　　　  　　　）
2.利用していない  →利用していない理由は何ですか？
　　　　　　　　　　　 　　1.興味が無い
　　　　　　　　　　　 　　2.興味はあるが、使い方がわからない
　　　　　　　　　　　 　　3.機器がない
　　　　　　　　　　　 　　4.その他（　　　　　　　　　　　　）


問11　県では、ホームページや県の広報紙等を通じて情報を発信してきましたが、今後どのような
「媒体」を使うことが効果的だと思いますか。（あてはまる番号すべてに○）
	1. 県が発行する印刷物（パンフレット、チラシなど）
2. 県の広報紙（「新時代おおいた」「ホッと通信」など）
3.　県庁のホームページ
4.　おおいたNPO情報バンク「おんぽ」
5.　県が発信する電子メール（メールマガジン、メールニュースなど）
6.　新聞
7.　タウン紙
8.　その他（　　　　　　　　　　）


２.連携や協働について     　                                      　　　　         
問12　過去3年以内に、他団体と連携や協働して活動を行ったことはありますか？
	1. はい　　　　　　　2.　いいえ　→「2.いいえ」と答えた方は「問14」へお進みください。


問13　過去3年以内に、他団体と連携や協働した活動で「主なもの」を教えてください。（3つ以内）
	連携・協働
した相手
	活動の内容
	活動の評価
（該当するものに○）
	評価の理由

	市役所、学校、NPOなど
	

	
	

	
	
	
	

	
	

	
	


問14　今後、他団体との連携・協働を望みますか。
	1. はい　　　　→連携・協働を希望する対象は何ですか。（あてはまる番号すべてに○）
　　　　　　　　　　　1.行政　　2.企業　　3.NPO　　4.その他（　　　　　　　　　）
2.　いいえ　（理由：　　　　　　　　　　　　　　）


問15　今後、大分県内で特に取り組んでいかなくてはならないと思う「地域課題」は、何だと思い
ますか？　主要なものを3つ選んでください。また、その内容を教えて下さい。
	1.　子育て支援（　　　　　　　　　　　）　9.　環境保全（　　　　　　　　　　　　　）
2.　高齢者支援（　　　　　　　　　　　）　10.　防災（　　　　　　　　　　　　　　　）　
3.　障がい者支援（　　　　　　　　　　）　11.　観光振興（　　　　　　　　　　　　　）
5.　教育・人材育成（　　　　　　　　　）　12.　産業振興（　　　　　　　　　　　　　）
6.　文化・芸術振興（　　　　　　　　　）　13.　交通ｲﾝﾌﾗの整備（　　　　　　　　　　）
7.　スポーツ振興（　　　　　　　　　　）　14.　その他　（　　　　　　　　　　　　　）
8.　国際交流（　　　　　　　　　　　　）


３.今後のＮＰＯ等への支援について     　                                          　　　
問16　貴団体の活動に必要な支援は何ですか？「必要性」が高い順に1～3を記入して下さい。
また、それを
・「県」が、重点的に担った方が良いものについては「1」
・「市町村」が、　　　　　　　　　〃　　　　　　「2」
・「中間支援組織（民間）」が、　　　〃　　　　 　「3」
・「どこでもよい」場合は、　　　　　　　　　　　「4」
のいずれかに○印をつけてください。（記入は1位～3位と回答した項目だけで結構です）
　　　　　　　※中間支援組織とは、地域や行政、企業等の間に立ってＮＰＯを支援する組織のこと。
	必要な支援
	必要性
	県
	市町村
	中間支援組織
	どこでもよい

	A.相談できる総合窓口
	
	1
	2
	3
	4

	B.情報の提供（助成事業や関係機関の紹介など）
	
	1
	2
	3
	4

	C.ネットワークづくりのお手伝い
	
	1
	2
	3
	4

	D.専門者の派遣（税理士、労務士、ＩＴ技術者など）
	
	1
	2
	3
	4

	E.人手の派遣（イベント手伝いなど）
	
	1
	2
	3
	4

	F.場所の提供（会議室、打ち合わせスペースなど）
	
	1
	2
	3
	4

	G.貸事務所などオフィス機能の提供
	
	1
	2
	3
	4

	H.機器の使用提供、貸出（印刷機、プロジェクターなど）
	
	1
	2
	3
	4

	I.資金の提供（助成金等）
	
	1
	2
	3
	4

	J.組織力を向上させるための支援（研修、相談、コンサルティング等）
	
	1
	2
	3
	4

	K.人材を育成するための支援（研修、相談、トレーニング等）
	
	1
	2
	3
	4

	L.広報や情報発信の支援（イベント開催時の広報の手伝いなど）
	
	1
	2
	3
	4

	M.物品提供やボランティア派遣の仲介
	
	1
	2
	3
	4

	N.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	1
	2
	3
	4

	O.希望する支援は、ない。
	
	
	
	
	


４.寄附金について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※寄附金とは、自由意志による直接の反対給付（見返り）がない金銭のこととします。
問17　貴団体は、これまで「寄附金」を受けたことがありますか。
受けたことがある場合は、どのぐらいの頻度で寄付金を受けていますか。（○印は一つだけ）
	1.　受けたことがある。毎年欠かさず　　　　　
2.　受けたことがある。毎年ではないが継続的に
3.　受けたことがある。単年度又は単発
4.　受けたことがある。不定期
5.　いいえ、受けたことはない→（「5.いいえ」と答えた方は「問26」へお進みください）


問18　貴団体の直近の事業年度の「年間の寄附金合計額」はいくらですか。（○印は一つだけ）
	1. 0円　　　　　　　　　　　　　　　      5. 500万円以上　1,000万円未満
2. 50万円未満　　　　　　　　　　　     　6. 1,000万円以上5,000万円未満
3. 50万円以上　100万円未満                7. 5,000万円以上
4. 100万円以上　500万円未満　


問19　貴団体は今後、寄附金を増やしていきたいと思っていますか。
	1. はい　　　　　2. いいえ（理由:　　　　　　       　　　　　　）


問20　貴団体はどのような方法で寄付を集めていますか。（あてはまる番号すべてに○）
	1. 団体のHPに掲載　　　　　　　　　　　 　5. 会員に呼びかけ

2. インターネットの寄付受付サイトに登録　　6. 友人や知人へ呼びかけ
3. 街頭やイベントで声かけ　　　　　　　　　7. 特に何もしていない
4. 企業へ呼びかけ　　　　　　　　　　　　　8. その他（　　　　　　　　　　  　）


　
問21　貴団体の「寄付者」の割合で最も多いのはどういう方ですか。（○印は一つだけ）
	1.  会員　　　　　　　　　　　　　　　   　 4. 企業
2.  友人・知人　　　　　　　　　　　　　  　5. 匿名
3.  イベント等の参加者　　　　　　　　　  　6. その他（　　　　　　　　  　　　）


問22　貴団体に寄付をしてくれる「方法」で最も多いのはどういう方法ですか。（○印は一つだけ）
	1. 現金を手渡し　　　　　　　　　        　 4. クレジットカード決済
2. 募金箱　　　　　　　　　　　       　　  5. その他（　　　　　　　　　　  　）
3. 郵便振込・銀行振り込み


問23　貴団体に寄付が多く集まる「時期」はいつですか。（あてはまる番号すべてに○）
	1. 総会時　　　　　　　　　　　　　　     　5. 年末
2. 会報やチラシの送付時　　　　　　　     　6. 特に決まった時期は無い
3. イベント開催時　　　　　　　　　　　     7. その他（　　　　　　　　  　　　）
4. マスメディアで取り上げられた時


問24　貴団体が、寄付集めで「苦労する点」は何ですか。（あてはまる番号すべてに○）
	1. 寄附を集めるための経費がかかりすぎる　   4.かける手間に比べて効果が見えない
2. 人手が不足　　　　　　　　　　　　　　 　5.その他（　　　　　　　　　　　　　）
3. ノウハウがない　　　　　　　　　　　　 　6.苦労する点は特にない


問25　貴団体が、寄附を集めるために「工夫している点」は何ですか。（あてはまる番号すべてに○）
	1.　イベントを開催している　　　         6. 電話やメール、手紙でお願いをしている
2.　寄附を集める担当者を設けている　　　 7. その他（　　　　　　　　　　　　）
3.　ホームページを充実させている　　   　8. 何もしていない
4.　会報やニュースレターを定期的に発行している
5.　寄附をしてくれた方にお礼状を送付している


※「問27」へお進みください。
問26　寄附を受けたことがない「理由」は何ですか。
	1. 寄附を受けたいが、受ける方法がわからない
2. 寄附の必要がない→（「2. 寄附の必要がない」と答えた方は「問28」へお進みください」
3. その他（　　　　　　）


問27　寄附を集める為にどのような「しくみ」があったらよいと思いますか（あてはまる番号全て
に○）
	1.　ノウハウや事例紹介の講習会　
2.　効果的なホームページやSNSの作成講座　
3.　ホームページ上で集金するしくみ（クラウドファンディングなど）
4.　寄附に関する相談窓口の設置
5.　その他（　　　　　　　　　　　　　）　　


問28　ファンドレイジング（寄附集め等の資金獲得）に関する講習を受けたことがありますか。
	1.　はい　　　→　その効果についてどう思いますか。（○印は一つだけ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1.　講習で知識や情報を得ることは大変役立つ　
2.　講習よりも、個別指導の方が役に立つ
3.　実践や経験の方が大事。講習はあまり役に立たない
4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
2.　いいえ　　→　今後そのような講座があれば受けたいですか
　　　　　　　　　　　　1.はい　　　　2.いいえ


５.認定NPO法人等について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※認定NPO法人等の制度については、同封のパンフレットをご覧ください。
問29　認定ＮＰＯ法人、仮認定NPO法人、指定NPO法人の制度は知っていますか。
	認定NPO法人
	1. 知っている　 　2. 聞いたことはある　 　3. 知らない

	仮認定NPO法人
	1. 知っている　 　2. 聞いたことはある　 　3. 知らない

	指定NPO法人
	1. 知っている　 　2. 聞いたことはある　 　3. 知らない


問30　今後、認定（仮認定、指定を含む）を申請する予定はありますか。
	認定NPO法人
	1. 申請、取得済み　　　　　　4. 申請の内容が理解できていない
2. 今後申請したい　　　　　　5. 申請の予定はない
3. 資格要件が整っていない

	仮認定NPO法人
	1. 申請、取得済み　　　　　　4. 申請の内容が理解できていない
2. 今後申請したい　　　　　　5. 申請の予定はない
3. 資格要件が整っていない

	指定NPO法人
	1. 申請、取得済み　　　　　　4. 申請の内容が理解できていない
2. 今後申請したい　　　　　　5. 申請の予定はない
3. 資格要件が整っていない


ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
■提出：平成25年6月17日（月）24時まで。FAX：097-555-9771、またはメール：search@mejiron.org
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